
鎌
倉
幕
府
守
護
管
国
統
治
機
構
に
つ
い
て
（
上
）

伊

藤

邦

彦

（
要
旨
）

鎌
倉
幕
府
守
護
の
管
国
統
治
機
構
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
進
一
『
増
訂
鎌
倉
幕
府
守
護
制

に
は
「
守
護
人
」
と
記
さ
れ
（
第
三
条
・
第
四
条

、
承
久
の
乱
直
後
の
同
三
年
（
一
二

）

度
の
研
究
―
諸
国
守
護
沿
革
考
証
編
―

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
。
初
版
一

二
一
）
六
、
七
月
に
お
け
る
任
命
は
、
い
ず
れ
も
関
東
下
知
状
に
基
づ
き(

)

、
長
沼
宗

』

5

九
四
八
年
。
引
用
は
、
一
九
九
八
年
第
四
刷
に
拠
る
。

以
下

『
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の

政
＝
「
摂
津
国
守
護
所
」
及
び
「
淡
路
国
守
護

（

鎌
倉
遺
文
』
五
巻
二
七
六
一
号
・

、

」
『

、
、
、

、
、

研
究
』
と
略
記
）
を
は
じ
め
、
個
々
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
専
論

二
七
七
九
号
、
皆
川
文
書

、
島
津
忠
久
＝
「
越
前
国
守
護
人

（
同
、
二
七
六
四
号
、

）

」

、
、
、

と
し
て
全
体
を
包
括
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
小
論
で
は
、
管
国
統
治
機

島
津
家
文
書
）
と
、
三
通
り
の
表
記
が
見
ら
れ
る
。
幕
府
側
の
発
給
に
な
る
確
実
な
史
料

構
の
職
員
（
本
号
）
と
「
守
護
所
」
の
問
題
（
次
号
予
定
）
を
中
心
に
、
論
点
を
整
理
し

に
「
守
護
職
」
と
あ
る
初
見
は
右
記
〔
Ａ
〕
で
あ
り(

)

、
丁
度
守
護
の
基
本
的
職
権
を

6

て
い
く
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。

「
三
箇
条
」
と
す
る
通
念
が
定
着
し
て
い
っ
た
時
期
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
（
別
稿
「
鎌

倉
幕
府
守
護
の
権
限
に
つ
い
て
」
第
一
節
〔
未
発
表
。
以
下
同
じ

。
〕
）

第
一
節

職
員

（
二
）
守
護
代
（
付
、
又
代
）

（

）

「

」

（

）
、

（
一
）
正
員

寛
喜
三
年

一
二
三
一

の
追
加
法
三
〇
条
に

代
官

と
あ
り

注(
)

に
同
じ

1

鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
が
政
治
的
・
社
会
的
に
定
着
し
て
以
降
、
守
護
に
関
す
る
「
正
員
」

翌
年
に
制
定
さ
れ
た
『
御
成
敗
式
目
』
で
は

「
代
官
」
を
郡
郷
に
分
補
す
る
こ
と
が
禁

、

(
)

の
国
制
上
の
名
称
は

「
守
護
職
」
と
表
現
さ
れ
た

『
吾
妻
鏡

（
新
訂
増
補
国
史

止
さ
れ
、
守
護
代
は
国
に
一
人
と
定
め
ら
れ
た
（
第
三
条
）(

)

。
佐
藤
進
一
は

「
守

。

』

、

1

7

大
系
、
吉
川
弘
文
館
刊
）
地
の
文
に
お
け
る
任
免
記
事
の
ほ
と
ん
ど
が
「
守
護
職
」
の
表

護
は
守
護
代
を
補
任
す
る
場
合
に
原
則
的
に
は
譜
代
の
被
官
（
中
略
）
を
以
て
こ
れ
に
あ

記
に
統
一
さ
れ
て
お
り(

)

、
補
任
状
に
お
い
て
も
、
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
の
将
軍

て
た
」
と
し

「
守
護
代
の
名
の
み
伝
え
ら
れ
て
、
守
護
正
員
の
不
明
な
国
々
」
で
は
、

、

2

家
政
所
下
文
に
、
藤
原
親
実
に
対
し
「
周
防
国
守
護
職
之
替
」
と
し
て
「
可

令

早
奉

-

そ
の
「
譜
代
的
な
主
従
関
係
」
を
手
掛
か
り
に
正
員
を
擬
す
る
と
い
う
方
法
を
用
い
て
い

レ

三

二

、
、
、

行
安
芸
国
守
護
職

」
き
こ
と
と
し
て
い
る
（
竹
内
理
三
編
『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
〔

る
（

鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究

、
一
一
頁
・
一
五
七
―
一
五
八
頁

。
氏
の
慧
眼
と

一

『

』

）

、
、
、

東
京
堂
出
版
刊
。
以
下
『
鎌
倉
遺
文
』
と
略
記
〕
七
巻
四
七
五
七
号
、
芸
藩
通
志
二
〇
厳

評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

島
古
文
書
三
。
傍
点
引
用
者
、
以
下
同
じ

。

守
護
代
が
、
史
料
の
上
で
「
守
護(

人)

」
等
と
表
現
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
が
、
多
く
は

）

そ
し
て
、
守
護
が
官
職
的
性
格
に
由
来
す
る
「
職
」
と
認
識
さ
れ
た
結
果
、
特
定
の
有

正
員
が
、
得
宗
か
名
越
家
な
ど
の
北
条
氏
の
名
門
、
あ
る
い
は
六
波
羅
探
題
を
本
務
と
す

力
御
家
人
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
譲
与
の
対
象
と
さ
れ(

)

、
将
軍
家
下
文
の
形

る
者
な
ど
幕
府
の
要
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
て
、
お
お
む
ね
守
護
代
は
在
国
し
て
、
事
実

3

。

、

（

）

式
を
と
っ
て
守
護
職
が
安
堵
さ
れ
る
事
例
が
現
れ
る
。

上
の
守
護
の
職
務
を
執
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

例
え
ば

文
永
八
年

一
二
七
一

〔
Ａ
〕
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
十
月
十
日

島
津
忠
久
↓
忠
義(

忠
時)

「
越
前
国

の
秦
文
書
「
田
烏
立
始
所
子
細
事
」
中
に
若
狭
国
「
守
護
・
地
頭
を
、
や
と
や
殿
知
行
」

、
、

守
護
職
、
嶋
津
庄
内
薩
摩
方
地
頭
守
護
職(

)

（
将
軍
家
袖
判
下
文

『
鎌
倉
違

と
見
え
る
が

鎌
倉
遺
文

一
四
巻
一
〇
九
四
九
号

こ
の

や
と
や
殿

と
は

若

」

。

（
『

』

）
、

「

」

、『

、
、
、

、
、
、

4

文
』
六
巻
三
六
七
〇
号
、
島
津
家
文
書
）

狭
国
守
護
職
次
第

（

群
書
類
従
』
五
〇
・
補
任
部
、
第
四
輯
）
に

「
修
理
亮
殿(

北

』
『

、

Ｂ

正
安
元
年

一
二
九
九

十
二
月
六
日

長
沼
宗
泰
↓
宗
秀

淡
路
国
守
護
職

条
時
氏)
御
分
国

（
中
略
）
自

安
貞
二
年

（
一
二
二
八
）
至

寛
喜
元
年

（
一
二
二

〔

〕

（

）

「

」

、

二

一

二

一

、
、
、

（
将
軍
家
政
所
下
文
。
同
、
二
七
巻
二
〇
三
一
三
号
、
園
城
寺
文
書
）

九
）
御

-

拝-
領
之

、
御
代
官
屋
戸
矢
小
太
郎
実
永
、
同
七
月
廿
日
入
部
、
治
四
ヶ
年
」

二

一

、
、
、

、
、

し
か
し
な
が
ら
、
守
護
職
と
い
う
名
称
の
普
遍
化
は
決
し
て
本
来
的
な
も
の
で
は
な
く
、

と
見
え
る
、
得
宗
被
官
宿
屋
氏(

)

で
あ
り
、
在
国
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、

8

『
御
成
敗
式
目

（
注(

)

、

『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
一
巻
鎌
倉
幕
府
法
、
第
一
部
）

正
員
時
氏
は
、
当
時
六
波
羅
北
方
に
在
職
中
で
あ
っ
た
（

鎌
倉
年
代
記

〔
増
補
続
史

』

『

』

1



〕
）

、

、

。
）

料
大
成
、
臨
川
書
店
刊

。

は

文
書
の
発
給
日
を
考
慮
す
る
と

常
識
的
に
は
在
洛
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る

但
し
、
正
員
が
得
宗
な
ど
幕
府
要
路
の
者
か
、

六
波
羅
探
題
在
職
中
の
場
合
な
ど
は
、

ま
た
、
十
日
付
の
施
行
状
は
菱
田
唯
心
に
充
て
た
も
の
で
あ
り
、
同
書
の
別
紙
に

「
高

、

正
員
の
側
近
と
し
て

鎌
倉
や
京
都
に
在
住
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る

橋
三
郎
入
道
状
〈
守
護
代
方
へ

」
と
あ
る
。
高
野
山
年
預
の
「
紀
伊
国
守
護
所
」
に
充

、

。

〉

、
、
、

、
、
、

）

」

（

、

、

）

、

、

例
え
ば
、
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八

「
守
護
人
佐
治
左
衛
門
尉

（
実
名
が
重
家
で
あ
る
こ

て
た
書
状

同

一
七
七
四
六
号

同
文
書
八
四

に
は

荒
川
荘
悪
党
追
捕
に
関
し
て

、
、
、

と
は
、
注(

)
『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
一
巻

鎌
倉
幕
府
法
、
第
三
部
参
考
資
料
補
一

「
御
代
官
于

今
無

其
沙
汰

候
」
と
唯
心
の
「
緩
怠
」
を
非
難
し
て
お
り
、
高
橋
入
道

、

レ

二

一

、
、
、

1

条
、
久
米
田
寺
文
書
三
、
に
よ
る
。
以
下
、
法
制
参
考
と
略
記
し
、
条
数
を
示
す
）
は
、

＝
「
守
護
所

、
唯
心
＝
「
御
代
官
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
、

」

後
嵯
峨
院
の
高
野
御
幸

御
所
御
宿
直

に
当
た
っ
て
和
泉
国
地
頭
御
家
人
の
着
到
を
付
け

幕
府
官
制
上
の
守
護
代
高
橋
三
郎
入
道
（
在
洛
カ
）
が
、
在
地
の
高
野
山
の
側
で
は
「
正

「

」

、

そ
の
注
文
を
幕
府
に
提
出
し
た
（

鎌
倉
遺
文
』
一
一
巻
八
二
〇
一
号
・
八
二
一
二
号
、
田

守
護
」
＝
「
守
護
所
」
と
認
識
さ
れ
、
恐
ら
く
在
国
又
代
と
し
て
実
務
を
担
っ
た
菱
田
唯

『

代
文
書

。

佐
藤
は
、
重
家
を
守
護
代
、
正
員
を
北
条
重
時
と
し
た
が
（

鎌
倉
幕
府
守
護

心
が
「
守
護
代
」
＝
「
御
代
官
」
と
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

）

『

制
度
の
研
究
』
和
泉
項

、
高
橋
慎
一
朗
「
六
波
羅
探
題
被
官
と
北
条
氏
の
西
国
支
配

（

な
お
佐
藤
は

「
高
橋
氏
が
重
時
流
北
条
氏
特
に
重
時
の
四
子
業
時
の
一
流
と
譜
代
の

）

」

、

『
史
学
雑
誌
』
九
八
‐
三
、
一
九
八
九
年
、
八
六
頁
）
は
、
正
員
を
当
時
の
六
波
羅
北
方

関
係
に
在
っ
た
こ
と
を
論
拠
と
し
て
、
そ
の
主
家
（
正
応
当
時
は
お
そ
ら
く
時
兼
）
を
以

北
条
時
茂
（
重
時
の
子
）
に
比
定
し
て
い
る
。
重
家
は
、
院
高
野
御
幸
の
折
当
然
下
国
し

て
守
護
正
員
に
充
て
、
高
橋
入
道
を
守
護
代
官
と
見
る
」
と
す
る
が
、
高
橋
氏
と
重
時
流

た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
既
に
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）

当
時

「
極
楽
寺
殿(

北
条
重
時)

と
の
譜
代
関
係
は
、
嫡
流
の
長
時
（
重
時
嫡
男

・
義
宗
（
長
時
の
子
）
は
勿
論
の
こ
と

、

）

御
代
六
波
羅
奉
行
人
兼
当
国(

和
泉)

守
護
代
」
の
要
職
に
あ
り
（
右
記
法
制
参
考
、
補
一

(
)

、
時
茂
（
重
時
の
子
）
被
官
人
の
存
在
も
知
ら
れ
る
か
ら(

)

、
何
も
業
時
一
流
に

、
、
、

10

11

）

。

、

（

）

「

」

条

、
重
時
流
譜
代
の
被
官
と
し
て
時
茂
の
側
近
に
あ
っ
て
、
通
常
は
在
洛
し
て
い
た
も

限
定
す
る
必
要
は
な
い

そ
う
と
す
れ
ば

弘
安
三
年

一
二
八
〇

当
時
の

守
護
人

の
と
推
測
さ
れ
る
。

陸
奥
彦
三
郎
（
義
宗
の
子
久
時
）
の
在
任
（
追
加
法

四
八
二
条
）
継
続
を
想
定
す
る
こ

ま
た
、
守
護
代
が
正
員
の
側
近
と
し
て
鎌
倉
や
京
都
に
在
住
す
る
後
者
の
場
合
、
又
代

と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(
)

が
現
地
で
実
務
を
執
行
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
在
地
で
は
こ
の
よ
う
な
守
護
代
を

ま
た
幕
末
期
の
和
泉
に
お
い
て

「
守
護
代
官
」
と
「
守
護
代
」
と
が
共
に
合
戦
に
従

、

9
「
守
護(

人)

、
在
国
又
代
を
「
守
護
代
」
と
す
る
認
識
も
生
ま
れ
た
。

や
や
煩
雑
で
あ

事
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
元
徳
三
年
（
一
三
三
一
）
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
和
泉
国

」

る
が
、
次
の
紀
伊
の
事
例
を
見
よ
う
。

御
家
人
は

「
大
将
軍
」
金
沢
貞
冬
（
武
蔵
右
馬
助
）
の
「
御
代
官
」
酒
匂
宮
内
左
衛
門

、

紀
伊
国
荒
川
荘
沙
汰
人
に
充
て
た
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
二
月
七
日
付
法
橋
行
円
の

尉
と
共
に

「
当
国
守
護
代
官
」
の
指
揮
下
に
「
楠
木
城
」
を
攻
撃
し

「
守
護
代
官
」

、

、

書
状
案
・
端
書
に
「
守
護
状
」
と
あ
る

（

鎌
倉
遺
文
』
二
一
巻
一
五
八
一
二
号
、
高
野

が
軍
忠
実
検
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し

「
守
護
代
」
は
戦
闘
の
証
人
と
し
て
現
れ
、
軍

『

、

、
、

山
文
書
又
続
宝
簡
集
三
四

。
と
こ
ろ
が
、
正
応
四
年
（
一
二
九
一
）
の
高
野
山
衆
徒
等

忠
を
注
進
す
る
な
ど
戦
闘
実
務
を
担
当
し
て
い
た
。
こ
れ
に
拠
る
と

「
守
護
代
」
と
は

）

、

申
状
・

副
進
」
文
書
目
録
に

「
一
通

守
護
代
法
橋
行
円
状
案
〈
弘
安
九
年
二
月

」
と

恐
ら
く
又
代
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
（

鎌
倉
遺
文
』
四
二
巻
三
二
八
二
八
号

「
和
田
文

「

、

〉

『

、

、
、
、

と
し
て
引
用
さ
れ
て
お
り
（
同
、
二
三
巻
一
七
七
六
三
号
・
一
七
七
六
四
号
、
同
文
書
八

書

〔
正
慶
二
年
〕
和
田
修
理
亮
助
家
代
子
息
助
泰
申
状

。

」

）

四
・
金
剛
峯
寺
文
書

、
こ
れ
に
拠
る
と
、
行
円
は
在
国
守
護
代
と
し
て
、
荒
川
荘
殺
害

こ
の
又
代
に
は
守
護
代
の
子
息
親
類
が
任
命
さ
れ
る
場
合
と
、
在
地
の
住
人
を
任
ず
る

）

人
追
捕
に
当
た
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
次
の
事
例
を
考
慮
す
る
と
、
幕
府
官
制
上
は

場
合
と
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
若
狭
守
護
に
就
任
し
た
北
条
時
宗

又
代
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

の
場
合

『
若
狭
国
守
護
職
次
第
』
に
よ
る
と

「
御
代
官
（
＝
守
護
代
）
渋
谷
小
馬
十

、

、

、
、
、

荒
川
荘
・
名
手
荘
住
人
等
に
よ
る
殺
害
放
火
事
案
の
調
査
を
命
じ
た
、

正
応
四
年
（
一

郎
恒
重(

)

、
其
代
（
＝
又
代
）
同
一
門
八
郎
太
郎
重
尚
、
次
代
官
小
馬
政
家
、
次
其
子

、
、

、
、
、

、
、

、
、
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二
九
一
）
十
月
五
日
付
の
六
波
羅
御
教
書
案
（

鎌
倉
遺
文
』
二
三
巻
一
七
七
二
三
号
、

三
栖
三
郎
家
継
」
と
あ
っ
て
、
前
者
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
ま
た
一
三
二
〇
年
代
、
播
磨
守

『

高
野
山
文
書
又
続
宝
簡
集
三
四
）
を
、
十
日
付
で
施
行
し
た
高
橋
三
郎
入
道
施
行
状
案

護
は
六
波
羅
北
方
常
葉
範
貞
の
兼
務
で
あ
っ
て
、
守
護
代
小
串
三
郎
左
衛
門
尉
範
行
の
下

（
大
日
本
古
文
書
『
高
野
山
文
書
』
之
七
、
又
続
宝
簡
集
一
五
四
四
号
）
に
つ
い
て
、
佐

で
「
小
串
四
郎
左
衛
門
入
道
」
が
又
代
を
務
め
て
お
り
、
こ
れ
は
前
者
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ

藤
が
注
目
し
て
い
る
よ
う
に
（

鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
紀
伊
項

、

高
野
山
僧

た
。
次
い
で
「
守
護
代
」
に
在
職
し
た
小
串
四
郎
兵
衛
尉
貞
雄
の
場
合
、
嘉
暦
二
年
（
一

『

）

隆
芸
の
作
成
に
係
る
関
連
の
文
書
注
文
（

鎌
倉
遺
文
』
二
三
巻
一
七
八
五
〇
号
、
高
野

三
二
七
）
当
時
「
代
官

（
＝
又
代
）
に
起
用
し
た
「
上
月
四
郎
左
衛
門
尉
」
は
、
佐
用

『

」

山
文
書
又
続
宝
簡
集
一
一
二
）
に

「
正
守
護
状
案
」
と
見
え
て
い
る

（
高
橋
三
郎
入
道

西
荘
を
名
字
の
地
と
す
る
宇
野
一
族
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
後
者
の
事
例
と
い
う
こ
と

、

。

、
、
、



が
で
き
る
（
拙
稿
「
鎌
倉
時
代
の
小
串
氏
に
つ
い
て

『
日
本
歴
史
』
六
二
五
、
二
〇
〇

「
醍
醐
寺
所
蔵
諸
尊
道
場
観
集
紙
背
文
書
」
所
収
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
頃
の
も

」

〇
年
、
八
五
―
八
六
頁

。

の
と
推
測
さ
れ
る
四
月
十
六
日
付
の
「
大
江
」
某
奉
書
案
（

鎌
倉
遺
文
』
補
遺
二
巻
補

）

『

六
二
七
号
）
は
、
守
護
「
駿
河
前
司
殿
」(

大
内
惟
義)

の
仰
せ
を
奉
じ
、
越
前
国
西
谷
荘

の
提
訴
に
係
る
荘
内
に
乱
入
し
「
人
勾
引
」
を
行
っ
た
守
護
被
官(

カ)

の
詮
議
を

「
守

（
三

「
守
護
代
行
」

）

、

、

承
久
の
乱
直
後
の
河
内
守
護
に
つ
い
て
、
佐
藤
進
一
は
「
こ
の
国
の
守
護
職
制
は
正
守

護
所
沙
汰
人
穴
尾
四
郎
」
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
（
田
中
稔
「
大
内
惟
義
に
つ
い
て

、
」

、
、
、
、
、

『

』

、

、

護
（
三
浦
義
村
）
―
泰
村
（
義
村
の
嫡
男
駿
河
次
郎
）
―
守
護
代
―
守
護
使
と
い
う
形
で

安
田
元
久
先
生
退
任
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
編

中
世
日
本
の
諸
相

下

吉
川
弘
文
館

系
統
化
さ
れ
て
」
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
（

鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究

、
五
頁
。

一
九
八
九
年
、
一
六
頁
〔
の
ち

『
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
度
の
研
究

、
吉
川
弘
文
館
、

『

』

、

』

括
弧
内
は
引
用
者
補
足

「
正
守
護
」
と
も
「
守
護
代
」
と
も
区
別
さ
れ
た
泰
村
の
よ
う

一
九
九
一
年
、
所
収
。
一
九
八
頁
。
奉
書
の
発
給
が
四
月
十
二
日
と
あ
る
の
は
誤
り

。

）
、

〕

な
地
位
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
良
い
の
で
あ
ろ
う
か(

)

。

上
杉
和
彦
「
鎌
倉
初
期
の
守
護
職
権
に
つ
い
て
―
大
内
惟
義
の
事
例
か
ら
―

『
日
本
中

」

13

こ
れ
に
つ
い
て
、
網
野
善
彦
は

正
員
の
「
分
身
」
と
言
い
（

関
東
公
方
御
教
書
』

世
法
体
系
成
立
史
論

、
校
倉
書
房
、
一
九
九
六
年
〔
初
出
一
九
八
九
年

、
一
七
六
―

「
『

』

〕

に
つ
い
て

『
悪
党
と
海
賊

、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
五
年
、
六
二
―
六
三
頁
・
七

一
七
七
頁
に
、
詳
細
な
分
析
が
あ
る

。
奉
書
は

「
於

境
辺

尋

聞
子
細

、
召

出
其

」

』

）

、

二

一

二

一

二

五
―
七
六
頁
注
一
三
。
初
出
一
九
七
二
年

、

村
井
章
介
は
「
名
代
」
と
称
し
た
（

蒙

身
於
守
護
所

、
可

致

沙
汰

処
、
無

左
右

乱
入
之
条
、
尤
不
当
」
と
し
て
、
穴
尾
四

）

「

一

レ

二

一

二

一

古
襲
来
と
鎮
西
探
題
の
成
立

『
史
学
雑
誌
』
八
七
‐
四
、
一
九
七
八
年
、
二
〇
頁
註
一

郎
に

「
有

犯
□
輩

之
時
、
於

境
辺

相

尋
子
細

、
可

令

成
敗

」
き
こ
と
を
命

」

、

二

一

二

一

二

一

レ

二

一

一

。
私
は
、
三
浦
泰
村
の
よ
う
な
、
一
般
に
正
員
の
被
官
人
が
任
ぜ
ら
れ
る
「
守
護
代
」

じ
て
い
る
か
ら
、
鎌
倉
前
期
の
越
前
国
守
護
所
で
は
、
守
護
代
と
の
関
係
が
い
ま
一
つ
明

）
と
区
別
さ
れ
、
お
お
む
ね
在
国
し
て
、
事
実
上
の
正
員
の
任
務
を
代
行
す
る
正
員
の
親
族

ら
か
で
な
い
に
せ
よ
、
有
力
守
護
大
内
惟
義
の
下
で
、
被
官
人
の
統
轄
に
当
た
る
「
沙
汰

等
の
存
在
を
「
守
護
代
行
」
表
現
し
た
（
拙
稿
「
鎌
倉
幕
府
『
異
国
降
伏
』
祈
祷
と
一
宮

人
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

―
守
護
制
度
と
の
関
係
を
中
心
に
―

、
一
宮
研
究
会
編
『
中
世
一
宮
制
の
歴
史
的
展
開
』

ま
た
、
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
七
月
、
筑
後
守
護
大
友
頼
泰
の
下
で
、
前
守
護
代

」

下
・
総
合
研
究
編
、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
、
二
八
〇
頁
註
一
四

。

が
「
実
検
」
し
た
御
家
人
領
の
「
注
文
」
作
成
に
当
た
っ
た
「
守
護
所
直
人
」(

)

の
存

）
）

、
、
、
、
、
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こ
の
「
守
護
代
行
」
に
つ
い
て
も
、
守
護
代
と
同
様
、
史
料
上
「
守
護
人
」
ま
た
は
「

在
が
知
ら
れ
（

鎌
倉
遺
文
』
一
五
巻
一
一
六
八
二
号

「
田
部
文
書
」
同
一
日
付
大
友

『

、

守
護
」
と
表
現
さ
れ
る
場
合
が
知
ら
れ
る
。
承
久
三
年
（
一
二
二
一

、
淡
路
国
内
膳
荘

頼
泰
請
文
。
一
一
六
八
三
号
、
同
日
付
「
三
瀦
庄
白
垣
村
内
弥
二
郎
宗
平
田
畠
在
家
」
注

）

下
司
代
の
甥
が
「
く
に
の
守
護
人
さ
ゝ
き
の
次
郎
左
衛
門
の
せ
う
に
大
番
の
や
く(

役)

の

文
）(

)

、
豊
後
国
守
護
で
、
鎮
西
奉
行
（
別
稿
「
鎌
倉
幕
府
守
護
の
権
限
に
つ
い
て
」

、
、
、

16

た
め
に
か(

駆)

ら
れ
て
」
上
洛
中
、
院
方
と
し
て
墨
俣
へ
の
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
事
実
を

第
二
節
）
に
任
ぜ
ら
れ
た
ほ
ど
の
有
力
守
護
家
に
あ
っ
て
は
、
鎌
倉
後
期
管
国
行
政
機
構

伝
え
る
周
知
の
史
料
が
あ
る
（

鎌
倉
遺
文
』
補
遺
二
巻
補
八
六
六
号
、
醍
醐
雑
事
記
巻

と
し
て
の
「
守
護
所
」
の
整
備
が
伺
わ
れ
る
。

『

十
裏
文
書

。

当
時
の
正
員
は
「
中
務
入
道
」
＝
佐
々
木
経
高
で
あ
っ
た
か
ら(

)
、

守
護
所
が
管
国
統
治
機
構
と
し
て
機
能
を
発
揮
す
る
に
は
、
右
の
筑
後
国
「
直
人
」
の

）
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、

。

（

）

在
国
し
て
大
番
役
の
催
促
に
当
た
っ
て
い
た
一
族
の
「
守
護
人
」
と
は
実
際
は
「
守
護
代

よ
う
な

文
筆
能
力
に
秀
で
た
職
員
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

建
長
元
年

一
二
四
九

行
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

甲
斐
国
「
柏
尾
山
」
大
善
寺
に
対
し
、
守
護
所
使
不
入
を
認
め
た
書
下
の
署
判
者
の
一
人

ま
た

『
吾
妻
鏡
』
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
六
月
十
六
日
条
に
よ
る
と
、
筑
後
国
御

が
「
守
護
所
執
筆
僧
」
で
あ
っ
た
（
別
稿
「
鎌
倉
幕
府
『
東
国
守
護
』
に
つ
い
て

、
第

、

」

、
、
、
、
、
、

家
人
の
管
国
内
所
領
半
分
の
没
収
処
分
を
「
守
護
人
遠
江
式
部
大
夫
」
に
伝
え
た
記
事
が

三
節
甲
斐
項
〔
未
発
表
。
以
下
同
じ

。
ま
た
、
鎌
倉
後
期
と
推
測
さ
れ
る
伊
勢
国
の

〕
）

、
、
、

あ
る
が
、
遠
江
式
部
大
夫
と
は
、
名
越
朝
時
の
子
時
章
の
こ
と
で
あ
る
（
同
、
正
月
三
日

史
料
に

「
凡
刃
傷
殺
害
之
習
、
有

其
実

之
時
、
為

後
証

哉
、
相

触
守
護
并
近
隣

、

二

一

二

一

二

、
、

条

。
父
朝
時
の
晩
年
の
時
期
で
あ
り
（
寛
元
三
年
〔
一
二
四
五
〕
四
月
六
日
没

『
吾
妻

傍
庄
地
頭
御
家
人
等

、
或
訴

申
本
所

、
加

実
検

者
定
例
也
」
と
あ
る
よ
う
に
（

鎌

）

。

『

一

二

一

二

一

、
、

鏡
』
同
日
条
な
ど

「
代
行
」
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
用
例
は
、
承
久
乱
後

倉
遺
文
』
二
五
巻
一
九
二
五
三
号

「
神
宮
文
庫
蔵
三
条
家
古
文
書

〔
年
月
日
欠
〕
道

）
、

、

」

は
、
正
員
が
、
北
条
氏
の
中
で
も
得
宗
か
名
越
家
と
い
っ
た
名
門
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
じ

覚
陳
状
案

、
検
断
事
案
発
生
時
に
守
護
所
が
「
実
検
」
を
行
う
こ
と
は
「
定
例
」
と
認

）

る
幕
府
中
枢
の
要
人
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

識
さ
れ
て
い
た
。
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
の
頃
、
肥
後
国
御
家
人
峯
貞
の
訴
え
に
よ
る

と
、
青
方
覚
念
の
子
息
が
放
火
等
の
狼
藉
を
働
い
た
こ
と
に
対
し

「
守
護
御
代
官
左
近

、

太
郎

(
)

が

加

検
見

え

そ
の
折

狼
藉
之
次
第

が
作
成
さ
れ
た
と
い
う

鎌

（
四
）
そ
の
他
の
職
員

」

「

」

、

「

」

（
『

二

一
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倉
遺
文
』
三
一
巻
二
三
六
五
九
号

「
青
方
文
書
」
延
慶
二
年
三
月
日
峯
貞
重
申
状
案
。

六
月
四
日
守
護
代
馬
淵
公
綱
請
文
）(

)

、

20

二
九
巻
二
二
六
二
〇
号

〔
年
月
日
欠
〕
青
方
覚
念
〔
重
カ
〕
陳
状
案

。
守
護
家
が
鎮
西

〔
Ｄ
〕
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）

《
丹
波
・
守
護
六
波
羅
南
方
金
沢
貞
顕
兼
務
カ
》

、

）

探
題
金
沢
政
顕
の
兼
務
と
は
言
え
、
守
護
所
の
事
務
能
力
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「

守
護
御
方
）
郡
御
使
沙
弥
し
や
う
れ
ん

（
宮
田
荘
悪
党
放
火
実
検

（

近

（

」

）
「

」

「

」

。

守
護
職
権
の
中
核
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
検
断
に
あ
る
が
（
別
稿
「
鎌
倉
幕
府
守
護
の

衛
家
文
書

嘉
元
三
年
十
二
月
十
三
日

し
や
う
れ
ん

宮
田
荘
放
火
検
見
書
案

権
限
に
つ
い
て
」
第
三
節

、
成
立
期
の
幕
府
は

「
東
国
」
に
お
い
て
す
ら

「
検
断
沙

嘉
元
四
年
五
月
三
日
「
し
や
う
れ
ん
代
た
か
ミ
つ
」
宮
田
荘
放
火
検
見
書
案
〔
櫻

）

、

汰
人
」
と
も
言
う
べ
き
職
掌
に
、
在
庁
出
身
の
岡
辺(

部)

権
守
泰
綱
（
駿
河

・
狩
野
介

井
彦
「
丹
波
国
宮
田
荘
関
連
史
料
―
近
衛
家
文
書
中
の
『
鎌
倉
遺
文
』
未
収
文
書

）

宗
茂
（
伊
豆
）
を
任
用
し
て
い
た
（
別
稿
「
鎌
倉
幕
府
『
東
国
守
護
』
に
つ
い
て

、
第

―

『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
一
三
、
二
〇
〇
四
年
。
一
一
号
・
一
四
号

）(
)

」

」

〕
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三
節
駿
河
・
伊
豆
項

先
に

建
保
二
年

一
二
一
四

頃
の
越
前
国

守
護
所
沙
汰
人

〔
Ｅ
〕
鎌
倉
末
期

《
加
賀
・
守
護
北
条
氏
（
時
敦
流
カ

》(
)

「

守
護
使
以
下
）

）
。

、

（

）

「

」

）

（

22

が
守
護
被
官
の
統
轄
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
し
た
が
、
同
時
期
、
国
御
家
人

郡
使

（
悪
党
追
捕
経
費
徴
収

（

鎌
倉
遺
文
』
四
一
巻
三
二
二
〇
二
号

「
金

」

）
『

、

殺
害
事
件
を
沙
汰
し
た
「
武
者
所
経
保
」
な
る
者
の
存
在
も
知
ら
れ
、
私
は
「
守
護
所
の

沢
文
庫
文
書
」
加
賀
軽
海
郷
代
官(

カ)

注
進
状
断
簡
）

、「

」

、

、

一
員
で
あ
り
、
本
来
は
国
衙
を
構
成
し
た
一
分
課
『
武
者
所
』
を
分
掌
し
た
在
庁
官
人
で

以
上

郡
使

は
建
長
年
間
以
降

西
国
五
か
国
に
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
た
が(

)23

あ
っ
た
ろ
う
」
と
考
え
た
（
別
稿
「
鎌
倉
幕
府
守
護
の
権
限
に
つ
い
て
」
第
三
節

。

地

職
掌
が
明
確
で
な
い
〔
Ａ
〕
を
除
い
て
何
れ
も
検
断
事
案
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
守
護

）

方
に
お
い
て
行
政
実
務
に
精
通
し
た
人
材
の
プ
ー
ル
は
や
は
り
国
衙
で
あ
ろ
う
し
、
先
述

職
権
の
中
核
が
検
断
事
務
に
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は

「
凡

、

し
た
筑
後
国
「
直
人
」
も
ま
た
本
来
は
在
庁
官
人
に
出
自
し
、
守
護
大
友
氏
の
被
官
化
し

於

大
和
一
州

者
、
不

被

居

守
護

、
官
符
衆
徒
准

守
護

行

検
断

（

鎌
倉
遺

二

一

レ

レ

二

一

二

一

二

一

」
『

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る(

)

。

ま
た
、
守
護
代
と
共
に
防
鴨
河
役
催
徴
に
当
た
り

「
守

文
』
三
四
巻
二
六
五
〇
五
号
、
西
大
寺
文
書

、
或
い
は
「
於

大
和
一
国

者
、
自

往

、

）

二

一

二

18

護
人
未
補
之
時
」
は
「
検
断
直
人
」
と
し
て
「
国
中
検
断
」
を
担
っ
た
播
磨
国
在
庁
の
一

昔

止

国
司
・
守
護
執
務

、
被

寄

附
当
寺(

興
福
寺)

・
当
社

(

春
日
社)

間
、
検
断
以

一

二

一

レ

二

一

員
「
庁
直
」
中
原
氏
の
場
合
も
こ
れ
に
準
じ
て
理
解
で
き
る
も
の
と
思
う
（
別
稿
「
鎌
倉

下
事
、
不

論

権
門
勢
家
領

、
為

当
寺
進
止

之
条
、
古
来
之
例
也

（
同
、
二
七
巻

レ

二

一

二

一

」

幕
府
守
護
の
権
限
に
つ
い
て
」
第
二
、
三
節

。
し
か
し
な
が
ら
幕
府
は
、
逆
の
ケ
ー
ス

二
〇
六
九
四
号
、
白
河
本
東
寺
文
書
一
五
〇
）
と
さ
れ
た
大
和
国
に
お
い
て
、
興
福
寺
が

）

＝
「
国
検
非
違
使
」
を
守
護
代
が
兼
補
す
る
こ
と
は
「
式
目
」
に
逸
脱
す
る
行
為
で
あ
る

そ
の
検
断
権
行
使
に
当
た
っ
て

「
南
都
郡
使

・

南
都
罪
科
使

（
同
、
二
二
巻
一
七

、

」
「

」

と
し
て
、
こ
れ
を
禁
じ
て
い
た
（
同
、
第
三
節

。

三
五
六
号

「
東
寺
百
合
文
書
」
は

〔
正
応
三
年
カ
〕
五
月
二
十
六
日
僧
円
喜
奉
書
案
。

）

、

、

『
御
成
敗
式
目
』
第
三
条
は

「
代
官
」
を
郡
郷
に
分
補
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
守
護
代

同
、
一
七
三
五
八
号

「
白
河
本
東
寺
文
書
」
一
八
九

〔
年
欠
〕
九
月
二
日
光
清
書
状
、

、

、

、

は
国
に
一
人
と
規
定
し
て
い
た
が
（
二
項
、
及
び
注(
)

、
現
実
に
「
郡
使
」
と
呼
ば

等
）
を
派
遣
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
古
く
「
近
国
惣
追
捕
使
」
に
任
ぜ
ら
れ
た
土
肥
実

）

7

二

一

レ

二

れ
る
存
在
が
次
の
よ
う
に
複
数
の
国
で
見
出
さ
れ
、
守
護
の
管
国
行
政
が
郡
を
単
位
と
し

平
と
梶
原
景
時
が

「
畿
内
近
国
庄
公

（
中
略
）
各
代
官
輩
偏
居

住
郡
内

、
不

随

、

、

、
、
、
、

、

、
、
、

て
執
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

于
本
所
下
知

、
忽

緒
国
宣
庁
催

、
或
掠

取
年
貢

、
或
犯

用
官
物

」
と
非
難
さ
れ

一

二

一

二

一

二

一

〔
Ａ
〕
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
頃(

カ)

《
伊
賀
・
守
護
千
葉
頼
胤
》

「
郡
守
護
代

た
事
例
を
想
起
す
る
時

吾
妻
鏡

元
暦
二
年
四
月
二
十
六
日
条

傍
点
引
用
者

郡

（
『

』

。

）
、「

西
行
房

（
宿
所
に
奴
婢
逃
亡

（

千
葉
県
の
歴
史
』

資
料
編
中
世
２

「
中
山

使
」
の
存
在
は
普
遍
的
で
あ
る
と
す
ら
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

」

）
『

、

法
華
経
寺
文
書
Ⅰ
『
双
紙
要
文
』
紙
背
文
書
」
一
二
号

〔
年
月
日
欠
〕
僧
信
西

右
〔
Ｄ
〕
で
丹
波
の
事
例
を
取
り
上
げ
た
が
、
実
は
そ
れ
以
前

「
近
衛
家
文
書
」
弘

、

、

等
連
署
陳
状
）

安
八
年
（
一
二
八
五
）
九
月
二
十
日
沙
弥
空
智
書
状
に
よ
る
と
、
守
護
方
は
、
郡
単
位
に

」

「

」（

）

、

「

」

〔
Ｂ
〕
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）

《
出
雲
・
守
護
佐
々
木
泰
清
》

「
郡
使

（
鰐
淵

国
廻

国
内
巡
回

を
行
い

多
紀
郡
担
当
は

郡
押
領
使
小
河
次
郎
左
衛
門
入
道

、
、
、
、

寺
中
郡
使
入
部
停
止
）(

)

（

鎌
倉
遺
文
』
一
一
巻
七
七
四
一
号

「
鰐
淵
寺
文

で
あ
っ
た
。
彼
は
、
近
衛
家
領
宮
田
荘
に
も
入
部
し
た
が
、
不
入
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
が

『

、
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書
」
建
長
六
年
四
月
日
佐
々
木
泰
清
書
下
）

明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
退
去
し
た
と
い
う
（
櫻
井

〔
Ｄ
〕
前
掲
、
五
号

。

、

）

Ｃ

弘
安
七
年

一
二
八
四

近
江
・
守
護
佐
々
木
頼
綱

浅
井
郡
守
護
代(

使)

郡
使
が
「
郡
押
領
使
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
別
の
史
料
に
は
「
当

〔

〕

（

）
《

》
「

」

、

（
竹
生
嶋
寺
領
乱
入
停
止

（

鎌
倉
遺
文
』
二
〇
巻
一
五
三
八
九
号

「
竹
生
島

国
押
領
使
小
河
二
郎
左
衛
門
入
道
成
貞
」
と
も
あ
り
（
同
、
一
〇
号

「
近
衛
家
文
書
」

）
『

、

、

、
、
、
、

文
書
」
弘
安
七
年
十
二
月
二
十
二
日
六
波
羅
御
教
書
案
。
一
五
五
六
七
号

〔
弘

嘉
元
三
年
十
一
月
日
宮
田
荘
雑
掌
円
道
訴
状
案
・
副
進
文
書
目
録

、
そ
の
出
自
は
守
護

、

）

安
八
年
〕
四
月
二
十
二
日
佐
々
木
頼
綱
請
文
。
一
五
六
〇
四
号

〔
弘
安
八
年
〕

(
)

被
官
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
本
来
は
国
衙
在
庁
に
系
譜
を
持
つ
在
地
の
住
人
で
は

、
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な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
義
江
彰
夫
は
「
令
制
下
の
地
方
行
政
は
郡
に
実
質
の
大
半

教
書
が
発
布
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
関
し
て
私
は
別
稿
で
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
（
三
項

が
担
わ
れ
て
い
た
」
と
し
、
国
衙
行
政
の
要
諦
は
「
諸
郡
巡
行
と
郡
領
監
察

（
戸
令
巡

・
前
掲
「
鎌
倉
幕
府
『
異
国
降
伏
』
祈
祷
と
一
宮

、
二
七
六
―
二
七
七
頁

。

」

」

）

行
条
）
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
（

国
衙
支
配
の
展
開

、
新
岩
波
講
座
『
日
本
歴

同
様
の
御
教
書
は
肥
前
守
護
代
に
充
て
て
も
出
さ
れ
て
い
る
が
（
正
員
は
探
題
金
沢

「

」

史
』
古
代
４
、
一
九
七
六
年
、
四
七
―
四
八
頁

、
在
地
の
慣
行
と
し
て
郡
検
断
が
根
強

政
顕
の
兼
補

、
そ
の
他
、
守
護
御
代
官
長
門
掃
部
左
衛
門
入
道
の
河
上
社
大
宮
司

）

）

く
存
続
し
、
鎌
倉
時
代
の
守
護
は
、
国
衙
在
庁
に
系
譜
を
持
つ
在
地
住
人
を
「
郡
押
領
使
」

充
て
の
施
行
状
案
と
共
に
、
久
能
頼
貞
の
巻
数
請
取
状
案
が
残
さ
れ
て
い
る
。
注
目

に
任
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
に
西
国
統
治
の
実
効
を
上
げ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ

さ
れ
る
の
は
、
頼
貞
が
「
神
事
奉
行
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
探
題
金
沢

ろ
う
か
。

家
内
の
職
掌
の
分
化
が
推
察
さ
れ
る
。(

)28

勿
論
、
令
制
下
の
郡
検
断
と
鎌
倉
時
代
守
護
の
管
国
統
治
シ
ス
テ
ム
と
を
安
易
に
結
び

守
護
が
在
国
し

国
御
家
人
は
勿
論
の
こ
と

東
国
か
ら
下
向
し
た
地
頭
御
家
人
や

本

、

、

「

付
け
る
つ
も
り
は
な
く
、
ま
た
そ
の
根
拠
と
言
え
る
ほ
ど
の
史
料
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。

所
領
家
一
円
地
之
住
人
等
」
ま
で
も
が
一
様
に
そ
の
指
揮
下
に
編
制
さ
れ
る
と
い
う
、
モ

差
し
当
た
り
想
起
さ
れ
る
の
は
、
貞
観
三
年
（
八
六
一
）
群
盗
追
捕
の
た
め
に
武
蔵
国
の

ン
ゴ
ル
襲
来
後
鎮
西
を
中
心
に
現
出
し
た
事
態
は
、
限
界
が
あ
っ
た
と
は
い
え
次
代
の
室

郡
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
検
非
違
使
と
（

日
本
三
代
実
録
』
同
年
十
一
月
十
六
日
条
〔
新

町
幕
府
―
守
護
支
配
体
制
を
遠
望
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
（
別
稿
「
鎌
倉
幕
府
守
護
の
権

『

訂
増
補
国
史
大
系

）(
)

、
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
平
家
の
下
で

大
和
国
添
上
郡
「

限
に
つ
い
て
」
第
二
節

、
そ
れ
は
探
題
家
内
に
見
ら
れ
た
職
掌
の
分
化
を
示
す
「
奉
行

〕

）

25

相
伝
普(

)

代
之
住
人
」
藤
原
能
季
が

「
上
郡(

添
上
郡)

并
当
郷
兵
士
」
役
催
徴
に

人
」
の
存
在
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
と
言
え
る
だ
ろ
う

（
未
完
）

、

。

ﾏ
ﾏ

当
た
っ
て
い
る
事
例
で
あ
る
が
（
竹
内
理
三
編
『
平
安
遺
文
』
古
文
書
編
、
八
巻
四
〇
八

注

三
号

「
天
理
図
書
館
所
蔵
文
書
」
寿
永
二
年
四
月
十
一
日
散
位
藤
原
能
季
申
文
）(

)

、

、

26

断
片
的
な
事
実
で
あ
り
、
高
田
実
が
か
つ
て
提
起
し
た
「
国
衙
官
人
郡
司
制
」(

)

と
の

（

）
佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
編
『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
一
巻
鎌
倉
幕
府
法
、
第
二
部

27

1

関
係
も
明
ら
か
で
な
く
、
一
つ
の
仮
説
と
し
て
提
起
す
る
に
止
め
て
お
き
た
い
。

追
加
法
三
〇
条
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
第
一
五
刷
に
拠
る
。
以
下
、
追
加
法
と

、

）
、

、

次
代
の
南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る

守
護
支
配
機
構
へ
の
展
望
を
示
す
も
の
と
し
て
、

の
み
略
記
し

そ
の
条
数
を
示
す

寛
喜
三
年
五
月
十
三
日

関
東
御
教
書
案
に

い
ず
れ
も
鎮
西
探
題
金
沢
家
内
の
場
合
で
あ
る
が
、
職
掌
の
分
化
を
伺
う
こ
と
の
で
き
る

「
諸
国
守
護
人
・
地
頭
、
或
正
員
或
代
官
」
云
々
と
あ
る
（
傍
点
引
用
者
、
以
下
同

、
、
、

、
、

「
奉
行
人
」
の
存
在
を
示
す
事
例
が
知
ら
れ
る
。

じ

。
）

、

（

）

、

『

』（

、

）

、

「
野
上
文
書
」
所
収

（
年
欠
）
八
月
十
六
日
「
沙
弥
寂
仏
」
書
状
に
次
の
よ
う
に
あ

そ
の
他

例
え
ば

建
治
三
年
記

増
補
続
史
料
大
成

臨
川
書
店
刊

に
も

2

『

）

「

、

」

（

）
。

る
（

鎌
倉
遺
文
』
二
五
巻
一
九
一
一
〇
号

。

筑
後
国
守
護
職
事

武
州(

北
条
宗
政)

御
拝
領

な
ど
と
あ
る

七
月
四
日
条

、
、
、

〉

（

）

『

』（

、

、

要
害
条
々
事
、
請
取
正
文
四
通
、
鳥
飼
三
郎
状
一
通
〈
正

、
案
文
に
令

交
合

、

永
原
慶
二

日
本
中
世
の
社
会
と
国
家

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
八
二
年

二

一

3

正
文
者
令

返
進

候
、
御
使
入
部
な
と
候
ハ
ん
時
は
、
可

存

其
旨

候
、
且
納
所

三
七
頁

。
ま
た
上
横
手
雅
敬
は

「
職
は
、
公
法
的
な
補
任
＝
執
行
と
私
法
的
な

二

一

レ

二

一

）

、

、
、

奉
行
人
に
も
、
此
由
を
可

申
遣

候
、
恐
々
謹
言

譲
与
＝
相
続
（
世
襲
）
と
の
統
一
と
し
て
把
握
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
（

主
従
結

二

一

「

、
、
、

永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
五
月
二
十
日
付
で
「
大
道
警
固
事
」
に
関
し

「
飯
田
郷
（
豊

合
と
鎌
倉
幕
府

『
日
本
中
世
国
家
史
論
考

、
塙
書
房
、
一
九
九
四
年
、
二
四
四

、

」

』

後
国
玖
珠
郡
）
内
野
上
・
恵
良
両
村
地
頭
」
に
充
て
て
「
沙
弥
寂
仏
」
が
発
給
し
た
「
守

頁
。
初
出
一
九
七
一
年

。
）

護
代
施
行
」
状
（
追
加
法
六
五
五
条
、
野
上
文
書
）
を
参
照
す
る
と
、
恐
ら
く
同
年
八
月

な
お
、
譲
状
に
「
守
護
職
」
の
表
記
が
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
次
の
事
例
が
知

十
六
日
付
で
、
守
護
代
が
豊
後
国
御
家
人
野
上
氏
の
「
要
害
」
警
固
に
関
す
る
「
請
取
」

ら
れ
る
。

＝
覆
勘
状
に
関
し
て
報
じ
た
も
の
で
あ
り

「
納
所
」
が
守
護
所
の
機
構
か
、
鎮
西
探
題

ａ

寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
二
月
二
十
日

小
山
朝
政
↓
長
村

「
播
磨
国

、

管
轄
下
の
分
課
か
判
然
と
し
な
い
が

「
納
所
奉
行
人
」
に
「
此
由
を
可

申
遣

候
」
と

／
守
護
奉
行
職

（

鎌
倉
遺
文
』
六
巻
三
九
六
〇
号
、
小
山
文
書
）

、

」
『

二

一

、
、
、
、
、

い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
後
者
を
指
す
も
の
と
思
う
。
な
お
、
本
書
が
永
仁
四
年
八

ｂ

同
年
八
月
十
三
日

長
沼
宗
政
↓
時
宗

「
淡
路
国
守
護
職

（
同
、
四

」

、
、
、

月
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
探
題
は
金
沢
実
政
で
あ
っ
た
。

〇
一
一
号
、
皆
川
文
書
）

ま
た
、
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
二
月
二
十
六
日
、
異
国
降
伏
祈
祷
に
関
す
る
鎮
西
御

ｃ
１

文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
六
月
二
日

島
津
忠
時
↓
久
時

「
さ
つ
ま
の



く
に
の
す
こ
の
し
き

（
同
、
一
三
巻
九
二
九
六
号
、
島
津
家
文
書
）

文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
よ
り
高
橋
五
郎
右
衛
門
尉
光
重
が
「
御
代
官
」
を
務
め
て

」

、
、
、
、
、

ｃ
２

文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
三
月
十
五
日

島
津
忠
宗
↓
貞
久

「
さ
つ
ま

い
た
。
当
時
、
時
茂
は
六
波
羅
北
方
に
在
任
中
で
あ
り
（

鎌
倉
年
代
記

、
被
官

『

』
）

の
国
す
こ
し
き

（
同
、
三
四
巻
二
六
五
九
二
号
、
同
文
書
。

袖
に
、
執
権
・

光
重
は
、
恐
ら
く
時
茂
の
側
近
に
あ
っ
て
在
洛
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

」

、
、
、
、

連
署
安
堵
の
外
題
を
付
す
）

（

）
若
狭
国
田
文
調
進
を
命
じ
る
文
永
九
年
十
一
月
三
日
付
の
得
宗
家
公
文
所
施
行
状

12

ｄ

正
慶
二
年
（
一
三
三
三
）
三
月
十
三
日

大
友
貞
宗
↓
千
代
松
丸(

氏
泰)

案
は
「
渋
谷
十
郎
」
に
充
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
は
翌
年
の
二
月
二
十
日
付
で

「
豊
後
国
守
護
職

（
同
、
四
一
巻
三
二
〇
五
六
号
、
大
友
文
書
）

こ
れ
を
施
行
し
た
が
、
そ
の
署
判
に
「
平
経
重
」
と
あ
っ
た
（

鎌
倉
遺
文
』
一
五

」

『

、
、
、

（

）
海
老
澤
衷
「

島
津
荘
内
薩
摩
方
地
頭
守
護
職
』
に
関
す
る
一
考
察

（

史
観
』

巻
一
一
一
四
二
・
一
一
一
九
二
号
、
東
寺
百
合
文
書
ア

。
こ
れ
は
「
包
枝
進
士
太

『

」
『

）

4
九
八
、
一
九
七
七
年
、
六
五
頁
）
参
照
。

郎
入
道
」
＝
「
沙
弥
光
念
」
に
充
て
た
施
行
状
で
あ
り
（
同
、
一
一
二
〇
五
号
、
同

（

）
九
条
頼
経
は
当
時
四
歳
の
幼
年
で
、
そ
の
将
軍
宣
下
は
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）

文
書
フ

『
若
狭
国
守
護
職
次
第
』
に
言
う
又
代
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
。

）
、

5

『

（

）

、

、

正
月
二
十
七
日
の
こ
と
で
あ
り
（

吾
妻
鏡
』
承
久
元
年
七
月
十
九
日
条
、
嘉
禄
二

三
浦
義
村
は

当
時
紀
伊
国
守
護
を
兼
務
し
て
い
た
が

泰
村
と
同
様
の
地
位
に

13

年
二
月
十
三
日
条

、
い
ず
れ
も

「
陸
奥
守
平
」
＝
北
条
義
時
の
署
判
に
な
る
下
知

庶
孫
又
太
郎
氏
村
（
泰
村
の
庶
兄
小
太
郎
朝
村
の
子
）
を
任
じ
て
い
た
（

鎌
倉
遺

）

『

状
形
式
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

文
』
五
巻
二
七
九
七
号
、
高
野
山
文
書
宝
簡
集
二
六
。

『
三
浦
系
図

〔

続
群
書

』
『

（

〔
Ａ
〕
以
前
の
事
例
は

『
吾
妻
鏡
』
地
の
文
か

『
東
宝
記

（

大
日
本
史
料
』

類
従
』
一
三
八
・
系
図
部
。
第
六
輯
上

。

）

、

』
『

〕
）

6
第
四
編
之
四
、
三
四
一
―
三
四
二
頁

・

『
尊
卑
分
脈

（
清
和
源
氏
、
武
田
信
光
・

（

）
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
の
淡
路
国
大
田
文
に
「
前
守
護
所
中
務
入
道
殿
」
と
見

）

』

、
、
、

14

小
笠
原
長
清
条

新
訂
増
補
国
史
大
系

第
三
篇

・

千
葉
大
系
図

千
葉
常
秀
条

え
る
（

鎌
倉
遺
文
』
五
巻
三
〇
八
八
号
、
皆
川
文
書

。

。

、

）
『

』（

。

『

）

改
訂
房
総
叢
書

第
五
輯
所
収

改
訂
房
総
叢
書
刊
行
会
刊

一
九
五
九
年

等

（

「
直
人
」
に
つ
い
て
は
、

石
井
進
が
国
衙
直
人
な
ど
の
用
例
を
検
討
し

「
ひ
ろ

『

』

〔

、

〕
）

、

）

、

15

い
ず
れ
も
後
世
の
編
纂
物
に
限
ら
れ
て
い
た
。

く
一
般
的
に
い
っ
て
政
庁
・
事
務
所
な
ど
の
事
務
執
行
者
と
い
う
意
味
」
で
あ
る
と

（

）
天
福
元
年
の
金
剛
峯
寺
所
司
重
解
案
に
よ
る
と

「
如

当
時
式
条

者
、
一
国
之

し
て
い
る
（

日
本
中
世
国
家
史
の
研
究

、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
一
六
六

、

『

』

二

一

、
、
、

7
守
護
代
猶
以
為

一
人

」
と
あ
る
（

鎌
倉
遺
文
』
七
巻
四
五
三
四
号
、
金
剛
峯
寺

―
一
七
〇
頁
注
六
〇
〔

石
井
進
著
作
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、

二

一

『

『

、
、
、

文
書

。

再
録
、
一
六
八
―
一
七
二
頁
注
六
〇

。

）

〕
）

（

）
奥
富
敬
之
『
鎌
倉
北
条
氏
の
基
礎
的
研
究

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年

「

（

）
文
永
十
年
八
月
三
日
、
各
国
守
護
に
「
本
御
家
人
并
地
頭
補
任
所
々

、
及
び
「

』

、

」

8

16

附
録(

二)

」
二
五
七
頁

。

質
券
売
買
之
由
緒
」
等
の
注
進
が
命
ぜ
ら
れ
（
追
加
法
四
五
八
条
＝
武
藤
資
能
分
国

）

（

）
貞
永
二
年
（
一
二
三
三

・
大
隅
「
又
代
官
右
近
将
監

（

鎌
倉
遺
文
』
七
巻
四

分
〔
豊
前
、
筑
前
、
肥
前
、
壱
岐
、
対
馬

、

こ
の
法
令
に
基
づ
く
「
注
文
」
で

）

」
『

〕
）

、
、
、

9
四
五
四
号
、
台
明
寺
文
書

、

弘
長
二
年
（
一
二
六
二

・
越
中
「
守
護
又
代
官
孫

あ
ろ
う
。
文
永
十
一
年
二
月
二
十
八
日
付
の
大
隅
国
「
建
部
清
綱
」
所
領
注
文
も
一

）

）

、
、
、
、
、

太
郎

（
同
、
一
二
巻
八
七
七
五
号
、
尊
経
閣
所
蔵
仁
和
寺
心
蓮
院
文
書
）
な
ど
と

連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（

鎌
倉
遺
文
』
一
五
巻
一
一
五
五
七
号
、
祢
寝
文
書

。

」

『

）

見
え
る
。

な
お

「
質
券
売
買
所
々
」
注
進
令
は

鎮
西
諸
国
以
外
に
も
出
さ
れ
て
お
り
（
追

、

（

）
宝
治
二
年
（
一
二
四
八

、
六
波
羅
北
方
長
時
（
南
方
欠
員
）
が
、

後
嵯
峨
院
呪

加
法
四
五
九
条
＝
安
芸

文
永
十
一
年
の
和
泉
守
護
に
よ
る
近
木
荘

惣
検

鎌

）

）
、

「

」（
『

10
詛
張
本
の
請
取
に
派
遣
し
た
「
使
者
」
の
中
に
、
佐
治
左
衛
門
尉
重
家
（
本
文
前
述
）

倉
遺
文
』
二
四
巻
一
八
四
六
六
号

「
高
野
山
文
書
」
又
続
宝
簡
集
八
二
、
永
仁
二

、

『

『

）

「

」（

『

と
並
ん
で
高
橋
左
衛
門
尉
時
光
が
お
り
（

葉
黄
記
』
七
月
一
日
条
〔

大
日
本
史
料
』

年
正
月
日
高
野
山
衆
徒
等
陳
状
案

・

伊
予
国

文
永
国
検
帳

松
岡
久
人
編

第
五
編
之
二
六
、
二
五
六
頁

、

建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
五
月
の
六
条
八
幡
宮

南
北
朝
遺
文
』
中
国
四
国
編
、
四
巻
三
八
五
六
号

「
伊
予
国
分
寺
文
書
」
建
徳
二

〕
）

、

造
営
に
当
た
っ
て
、
関
東
御
教
書
を
「
六
波
羅
殿

（
北
方
義
宗
。
南
方
欠
員
）
に

年
閏
三
月
一
六
日
浅
海
通
智
書
下
写
。
東
京
堂
出
版
刊
）
も
同
様
に
理
解
で
き
る
と

」

取
り
次
い
だ
の
は
高
橋
左
衛
門
六
郎
で
あ
っ
た

「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
」

思
う
。

永
和
元
年
八
月
六
日
法
印
栄
賢
注
進
状
〔

東
京
都
古
代
中
世
古
文
書
金
石
文
集
成
』

（

）
当
時
の
正
員
は
鎮
西
探
題
金
沢
政
顕
で
あ
り
、
守
護
代
は
、
探
題
側
近
の
要
人
と

『

17

第
一
巻
古
文
書
編
一
、
一
四
二
号
・
附
載
、
角
川
書
店
刊

。

し
て
博
多
に
在
住
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
、
左
近
太
郎
は
在
国
又
代
で

〕
）

（

）

『
若
狭
国
守
護
職
次
第

（
本
文
前
掲
）
に
よ
る
と
、

正
員
北
条
時
茂
の
下
で
、

あ
ろ
う
。

』

11



（

）
弘
安
八
年
（
一
二
八
五

、
大
友
氏
の
本
貫

豊
後
国
に
お
い
て

「
田
代
」
に
関

時
国
は
、
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
六
月
に
六
波
羅
探
題
（
南
方
）
を
罷
免
さ
れ
た

）

、

18
す
る

状
一
巻

を
注
進
し
た

直
人

と
は

追
加
法
補
二
条

豊
後
国
図
田
帳

が
、
在
任
中
は
丹
波
守
護
を
兼
任
し
（
以
上
、
佐
藤
進
一
『
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の

「

」

「

」

（

、「

」

同
年
九
月
晦
日
大
友
頼
泰
注
進
状

、
石
井
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
国
衙
在
庁
で
あ
っ

研
究

、
一
三
二
―
一
三
三
頁

、
弘
安
二
年
当
時
の
守
護
代
は

捧
田
内
左
衛
門
尉

）

』

）

た
（
注(

)

に
同
じ

。
な
お
海
老
澤
衷
に
よ
る
と

『
鎌
倉
遺
文
』
二
〇
巻
一
五
七

宗
経
で
あ
っ
た
（

鎌
倉
遺
文
』
一
八
巻
一
三
五
七
六
・
一
三
五
七
七
号
、
近
衛
家

）

、

『

15

〇
〇
号

「
豊
後
国
大
田
文
案
」
／
一
五
七
〇
一
号

「
豊
後
国
図
田
帳
」
の
典
拠
を
、

文
書

。
と
こ
ろ
が
宗
経
の
在
任
は
、
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
当
時
も
な
お
継
続

、

、

）

そ
れ
ぞ
れ
「
平
林
本
」
↓
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
（
修
史
局
本

」
／
「
内
閣

し
て
お
り
（
同
、
二
四
巻
一
八
四
一
四
号

、
正
員
は
、
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）

）

）

文
庫
所
蔵
」
↓
「
大
和
文
華
館
本
」
と
改
め
る
べ
き
も
の
と
す
る
（

研
究
余
瀝
・

二
月
六
波
羅
南
方
に
就
任
し
、
八
月
に
は
丹
波
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
北
条
盛
房
で
は
な

「

『
豊
後
国
大
田
文
案
』
と
『
豊
後
国
図
田
帳

『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
七
、
二
〇
〇
一

か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
（

鎌
倉
年
代
記
』
正
応
元
年
条
〔
増
補
続
史
料
大
成

。

』
」

『

〕

年
、
二
〇
頁

。

永
仁
五
年
罷
免

。
盛
房
は
時
盛
の
孫
で
、
三
郎
政
氏
の
子
、
時
国
と
は
従
父
兄
弟

）

）

（

「
但
出

来
謀
叛
殺
害
以
下
重
犯
科
人
等

之
時
者
、
於

(

為
カ)

衆
徒
之
沙
汰

、

の
関
係
に
あ
っ
た
。

）

二

一

二

一

19
不
日
可

被

召

渡
於

其
身

守
護
所

者
也
」
と
あ
る
。

（

）
井
上
満
郎
は

「
そ
の
後
郡
検
非
違
使
は
（
中
略
）

平
安
期
中
の
史
料
に
は
見

レ

レ

下

二

一

上

、

25

（

）
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
に
も

「
浅
井
郡
守
護
代
弘
真
」
＝
「
あ
さ
い
こ
う
を

え
ず
恐
ら
く
武
蔵
国
と
い
う
辺
境
東
国
に
の
み
例
外
的
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

、

20
り
の
し
う
こ
し
・
ひ
ろ
さ
ね
」
が
、
刃
傷
事
件
の
実
検
を
行
い
、
証
拠
品
を
押
収
し

う
」
と
し
て
い
る

（

検
非
違
使
の
成
立
と
摂
関
政
治

『
日
本
史
研
究
』
九
三
、

「

」

て
い
る
（

鎌
倉
遺
文
』
二
九
巻
二
二
三
〇
二
号

「
菅
浦
文
書
」
嘉
元
三
年
八
月
十

一
九
六
七
年
、
三
八
頁
〔
の
ち

「
検
非
違
使
の
成
立
」
と
改
題
し

『
平
安
時
代

『

、

、

、

二
日
弘
真
請
取
状
案
。
二
二
三
一
九
号

「
ひ
ろ
さ
ね
」
疵
実
検
状
案

。

軍
事
制
度
の
研
究

、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
、
に
所
収
。
一
〇
九
頁

。

、

）

』

〕
）

（

）
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
丹
波
国
大
山
庄
地
頭
代
平
盛

（

）
石
母
田
正

「
鎌
倉
幕
府
一
国
地
頭
職
の
成
立
―
鎌
倉
幕
府
成
立
史
の
一
節
―
」

21

26

継
」
申
状
（
写
）
に
よ
る
と

「
守
護
郡
使
」
が
苅
田
・
刃
傷
事
件
の
実
検
に
当
た

（
石
母
田
正
・
佐
藤
進
一
編
『
中
世
の
法
と
国
家

、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六

、

』

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

赤
松
俊
秀
編

教
王
護
国
寺
文
書

巻
一

二
八
七
号

〇
年
、
五
九
―
六
〇
頁
〔
の
ち

『
石
母
田
正
著
作
集
』
第
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一

（

『

』

、

。

、

平
楽
寺
書
店
刊

。

九
八
九
年
、
再
録
。
一
三
九
―
一
四
〇
頁

。

）

〕
）

（

「
守
護
使

糟
屋
九
郎
・
千
町
三
郎
」
と
あ
り
、
佐
藤
進
一
は

「
糟
屋
氏
と
時
敦

（

「
中
世
初
期
の
国
衙
機
構
と
郡
司
層

（
東
京
教
育
大
学
文
学
部
『
史
学
研
究
』

）

、

）

」
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流
北
条
氏
と
の
譜
代
関
係
を
こ
こ
に
推
し
お
よ
ぼ
し
、
こ
の
一
流
を
以
て
当
時
の
加

六
六
、
一
九
六
八
年
、
六
五
頁

。

高
田
の
言
う
「
国
衙
官
人
郡
司
制
」
と
は
、

）

『

』

）

「

、

、

賀
守
護
と
推
定
し
た
い
」
と
す
る
（

鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究

、
一
一
六
頁

。

九
世
紀
擬
任
郡
司
制
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

郡
司
最
上
位
に
国
衙
支
配
の
目
代

（

）
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
十
月
五
日
、
武
蔵
以
下
得
宗
貞
時
の
分
国
内
「
一
宮
・

代
官
と
い
う
実
質
的
意
味
内
容
を
持
た
せ
た
国
目
代
、
国
司
代
制
と
し
て
帰
結
し
た

23
国
分
寺
・
宗
寺
社
」
に
異
国
降
伏
を
命
ず
る
祈
祷
指
令
が
発
せ
ら
れ
た
が
（

鎌
倉

（
中
略
）
十
世
紀
の
新
し
い
郡
司
制
」
を
指
し
て
い
る
。

『

遺
文

二
三
巻
一
八
〇
二
六
号

東
寺
百
合
文
書
リ

こ
の
う
ち
若
狭
に
つ
い
て
は

（

『
鎌
倉
遺
文
』
四
〇
巻
三
一
〇
九
九
号
、

「
実
相
院
文
書

（
年
月
日
欠

「
河

』

、

）
、

、

）

」

）
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守
護
代
工
藤
右
衛
門
入
道
杲
禅
充
て
の
十
月
十
三
日
付
公
文
所
施
行
状
案
（
同
、
一

上
社
雑
掌
家
邦
所
進
」
文
書
目
録
に

「
一
通

神
事
奉
行

久
能
大
炊
助
入
道
〈
于

、

、
、
、
、
、

八
〇
三
〇
号

、
十
一
月
十
二
日
付
又
代
佐
束
入
道
西
念
遵
行
状
案
（
同
、
一
八
〇

時
左
近
将
監
頼
貞
〉
返
状
〈
同
年(

延
慶
二)

三
月
廿
九
日

」
と
あ
る
。

）

〉

レ

四
六
号
、
東
寺
古
文
零
聚
三
）
が
知
ら
れ
る
（
守
護
代
・
又
代
に
つ
い
て
は
『
若
狭

（
都
立
産
業
技
術
高
専

一
般
教
育
）

国
守
護
職
次
第

〔

群
書
類
従
』
五
〇
・
補
任
部
、
第
四
輯
〕
に
よ
る

。
又
代
の

』
『

）

遵
行
状
と
は

「
遠
敷
郡
地
頭
御
家
人
預
所
」
に
充
て
て

「
御
領
内
宗
寺
社
禰
宜
・

、

、

別
当
」
へ
の
下
知
を
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
て

（
以
上
、
拙
稿

（
三
）
項
・
前
掲

、

「
鎌
倉
幕
府
『
異
国
降
伏
』
祈
祷
と
一
宮

、
二
八
三
頁
註
三
一

、
得
宗
家
に
よ

」

）

る
若
狭
国
統
治
が
「
郡
」
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
郡
使

の
名
称
こ
そ
確
認
で
き
な
い
が
、
事
実
上
若
狭
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

（

）
北
条
時
房
の
嫡
流
佐
介
「
時
盛
の
孫
で
時
盛
の
継
嗣
に
立
て
ら
れ
た
」
と
さ
れ
る
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